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みんなが参加して創っていく安威川の文化

人が集まる、出会いと交流の場 MAP

一緒に考え、育てよう！ 安威川ダム周辺プランワークショップ

ダム周辺整備の構想をみんなでつくりあげていく

ファンづくり会 メンバーインタビュー

教育・環境・観光の視点から地域づくりを考える

このパンフレットは、企画から印刷まですべてを外注して作成しています。（３９万部作成。作成費用１部あたり９.4円）

安威川ダム工事現場を一望できる大門寺北側高台ゾーンは、
いつでも見学可能です。

［安威川ダム資料館 所在地］

安威小学校の児童たちといっしょに取り組む 
ダムキャラクター絵本づくりがはじまります！

 「安威川ダム情報交流センター」へお越しください。

INFORMATION

安威川ダム建設地近くの大門寺北側高台ゾーンにある「安威川ダム資料館」は、ダム

工事のＰＲ施設としてだけではなく「ダム周辺の地域づくりの拠点」となることを目的

として開設されました。ダム工事の進捗状況や地域情報の発信基地、里山・山間部

地域で活動する人々の拠点として、安威川地域を愛するすべての人に開かれた施設です。

資料館内には、安威川ダムや周辺の自然環境に関する解説パネルや、安威川流域の生

物多様性を学ぶボード展示など、さまざまな学習教材が用意されています。また資料館

のある高台からは、安威川ダム建設工事現場の全景を一望することができます！ ぜひ一

度訪れてみてください。

安威川ダムについて皆さんに知っていただくために、「安威川ダム情報交流センター」を

開設しています。ダムの役割やダム周辺の環境保全対策について、広く一般の方々に情

報を提供するとともに、ご意見を頂くことを目的としています。

センター内では、ダム事業地周辺の立体模型やパース、パネルの展示、パンフレットの

配布、ビデオ放映を行い、ミニ図書館も設けています。

自由に見学・閲覧できますので、皆さんぜひお越しください。

清溪小学校と安威小学校のみなさんといっしょに、
身近な自然環境について学ぶ「環境教育」の取り組みをおこなっています。

茨木市北部･泉原にある清溪小学校と、安威川下流の安威地区にある安威小学校で、

bioa（ビオア）をはじめとする地域の多様な主体と安威川ダム建設事務所、請負業者で

ある大林組 JV の協働・協力のもと、自然･地域･防災の理解を深めるための環境教育の

取組みが進んでいます。

清溪小学校では、地域の自然と生物環境について学ぶため、安威川ダム建設工事現場

の見学や、校内でのビオトープづくりを実施しました。このビオトープは、全校児童15人

が学習しながら計画をつくり、PTA・地域の方々も作業に参加して完成させました。

安威小学校では、４年生の児童が、自分たちの住む地域の環境･地球の水循環･人と水と

の関わりなどを学びました。水辺環境を実際に見て･触れて･学ぶ「水辺の楽校」は水生

生物センターや茨木土木事務所、地元安威地区の住民の方々にもご協力いただき、昔の

安威川の様子や地域との関わりについてお話していただくなど、地域の自然・防災を学

ぶ授業を実践しました。子どもたちの身近な環境の理解を深め、その将来を担う人へと育っ

ていくことができるような環境教育を協働で進めていきます。

「市民が育てる安威川ダムプロジェクト」として、平成25年度の公募で選ばれた「安威川

地域マスコットキャラクター・オーサン（仮称）」を絵本にしよう！という企画が進んでい

ます。このプロジェクトでは、平成28年1月から、安威小学校の児童のみなさんといっしょ

に絵を描いて、実際の絵本づくりを進めていくことになります。また、今後のキャラクター

展開を考える市民参加によるワークショップも予定しています。ぜひご期待ください。

安威川ダム資料館は、安威川ダム堤
体の建設予定地すぐ近くの、大門寺
北側高台ゾーンにあります。

［阪急茨木市駅から］
西口ロータリーから阪急バス「車作」
行に乗車、「大門北」停留所にて下
車。停留所から徒歩10分程度です。
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場　　所 :
開館時間 :

茨木市大住町 8 -11
平日 10:00～16:00

安威川ダム情報交流センター

場　　所 :

開館時間 :

茨木市大字大門寺
大門寺北側高台ゾーン

要予約。
事前にお申込みください。

安威川ダム資料館

※ 安威川ダム資料館へのご来館は事前にお申込みください

facebookページもぜひご覧ください安威川ダム総合情報サイト

webページでは、ダム建設工事情報をはじめ、様々な取組みの最新情報を随時お届けしています！

安威川ダムファンづくり会 安威川ダム周辺整備WS 検索AIGAWA.jp 検索
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現在、資料館内へのご来館は、安威川ダム建設事務所まで事前のお問い合せが必要になりますが、
資料館横の展望台ゾーン（※）からは、いつでもダム工事現場を見ていただくことができます。

※地下には駐車場がありますが、収容スペースに限りが
ありますので、なるべく公共交通機関をご利用ください。

安威川ダム
資料館
（大門寺北側
高台ゾーン）

（茨木保健所５階）

安威川ダム
情報交流
センター

茨木市立清溪小学校 全校児童のみなさん
きよたに

安威
川

府道茨木亀岡線

きよたに

※ 大門寺北側高台ゾーンへは、9時～16時までの間は自由に見学可能です。

〒567-0813  茨木市大住町 8-11   TEL :072（626）6083   FAX :072（623）5963
メールアドレス  aigawa-dam-g01@sbox.pref.osaka.lg.jp安威川ダム建設事務所

大阪府広報担当
副知事もずやん

http://www.pref.osaka.lg.jp/aigawa/

（※1） 平成6年～平成 25年に発行    （※2）  http://www.pref.osaka.lg.jp/aigawa/aidamu/damnews.html

（安威川ダム建設事務所ホームページ）

安威川ダム建設についてホームページを開設・運営しています。ダムの事業内容や環境保全対策について、わか
りやすく解説したサイトです。過去の「安威川ダムニュース」（※1）  「安威川ニュース」のバックナンバーが閲覧で
きるページ（※2）  も用意しています。

「安威川ダム ファンづくり会」や「安威川ダム周辺プランワークショップ」、「安威川ニュース」

発行等の取り組みは、大阪府安威川ダム建設事務所が、大阪府文化課・スポーツ課と府立江之

子島文化芸術創造センター（enoco）が実施する「プラットフォー

ム形成支援事業」を活用し、協働して推進しているものです。

http://www.enokojima-art.jp/e/
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子どもたちが1日楽しく遊べる、毎年恒例の「見
山の郷 子ども祭」。地元関係者も多く参加し、
ビンゴケームや餅つき、懐かしい竹細工づくり、
紙芝居など楽しいプログラムが盛りだくさんです。

見山の郷 子ども祭13

日時 ： 2016年5月（予定）
場所 ： de愛・ほっこり見山の郷

茨木里山まつり12

元茨木川緑地の桜並木の開花に合せて開催され
る市民さくらまつり。約1,500本の桜が美しく咲き
誇り、市内外から、お花見を楽しむたくさんの人が
集まります。大阪府が選定した「大阪みどりの百
選」にも選ばれています。 

市民さくらまつり10

日時 ： 2016年3月下旬～4月上旬
場所 ： 茨木市元茨木川緑地
　　 （田中町～沢良宜東町）

約300年の歴史を持つ大みこしやふとん太鼓が、
地域を練り歩く盛大なお祭りで、中でも宮入りの
勇壮な姿は圧巻。神社の境内には屋台も数多く
出て、家族連れなど大勢の人たちで賑わいます。

阿為神社春祭り11

日時 ： 2016年5月4日（水）
場所 ： 茨木市阿為神社

日時 ： 2016年5月（予定）
場所 ： 茨木市里山センター

Event Information
イベント情報

疫病のはやる夏に息災を願い、江戸時代から始まっ
た全国的な伝統行事。竹・ワラ・茅で作った直径
2mの輪をくぐり、半年間の災厄を取り除き、残り
の半年間も無病息災でいられることを祈願します。

茨木神社の輪くぐり神事14

日時 ：   2016年6月30日（木）
場所 ： 茨木神社

新緑の時期、里山センターで開催される茨木里
山まつり。魚のつかみどりや自然工作、里山散
策体験などができます。また、地元の野菜や、
間伐材の木工クラフト品なども購入することができ
ます。 毎年１０００人以上の来場者が訪れます。

地域の絆に支えられて４５年。
ボランティア精神の真心が
人を集める、大岩いも掘り園。

開園45年目を迎える「大岩いも掘り園」では、除草剤

を使わず全て手作業の草引きで、安全・安心な無農薬

のお芋を提供しています。訪れた人が過ごしやすい環

境を考え、一から作り上げてきたという代表の峯義昭

さんは、室町時代から続く「大岩太鼓」の保存会メン

バー。父親の想いを引き継ぎ、明治に途絶えた太古巡

行を昭和60年に復活させました。このいも掘り園は、

その大岩太鼓の強い絆で集まった、地域のボランティ

アメンバーによって運営されています。いも掘りのシー

ズンは毎年９月中旬から11月初旬。サツマイモだけで

なく、地元で採れた野菜を直売所で購入したり、旬の

味をその場でバーベキューで楽しむこともできます。

大岩いも掘り園

茨木市大字大岩 82   営業時間  9:00～15:00
（土・日・祝のみ）  ※平日は団体のみ受付
問合せ  茨木市観光協会   TEL  072-645-2020

安威川ダムと周辺地域の魅力を伝える文化発信拠点。

安威川ダム建設地近くの大門寺北側高台ゾーンにある「安威川ダム資料館」は、「ダム周

辺の地域づくりの拠点」となることを目的として開設されました。ダム見学に訪れる方

たちへのPR施設としての利用のほか、「安威川ダム資料館 文化教室」と題し、野菜ソム

リエから楽しく野菜を学ぶ「やさいの教室」や、里山活動や森林浴のリラクゼーション

効果について学ぶ「森の教室」など、さまざまなイベントを開催しています。今後もこの

資料館では、安威川ダムとその周辺の魅力を、みなさんに広く知っていただくための取

組みを積極的におこなっていきます。ぜひご期待ください！

自転車に乗って見山の郷へ行こう！
バイシクルショップ BLASTは、高槻市塚原にある、スポー

ツバイクの専門店。お店に集まるお客さんたちの声掛けで

始まった「毎週日曜日に、見山の郷まで自転車で走ろう！」

という企画では、ショップ前に集合して、新道～忍頂寺の

ルートを通り、見山の郷まで走ります。自転車仲間を見つ

けたい人、これからサイクリングを始めたいという人も、

ぜひお気軽に立ち寄ってみてください !

安威川ダムは平成 26年11月に本格的に着工し、それにあわせてダムカード
の配布を開始しました。現在は『建設中 Ver.1.0』を配布しています。工事
の進捗にあわせて、今後様々なバージョンのカードが登場する予定です！

ダムカードを集めてみませんか？

見山の食材でつくる、味噌や豆腐の手づくり体験をしよう！
見山地区の立地を活かした新鮮な高原野菜をはじめ、地域の食材にこだわった手づくり食品

を販売する「de愛・ほっこり 見山の郷」。ここでは、毎年たくさんの人で賑わう「見山の郷 子

ども祭」などのイベントや、名物の龍王みそや豆腐を自分でつくれる体験ワークショップなどを

開催しています。平成28年3月には「ひな祭り」、3月16日～18日には見山産の米・大豆・麹・

塩のみでつくる味噌作り体験、４月には手作り豆腐体験を開催予定！

de愛・ほっこり 見山の郷3

茨木市大字長谷 1131  （最寄りバス停「長谷口」）
TEL  072-649-3328　FAX  072-649-3348   定休日  火曜日　 
営業時間  9:00 ～ 16:00  ※営業時間は、時期により異なります。

忍頂寺スポーツ公園 竜王山荘4

茨木市大字忍頂寺 1049 番地（※駐車場無料）
TEL  072-649-4402
定休日  12月29日～翌年1月4日まで
※営業時間は施設内で異なります。
http://www.ninchoji.jp

（立命館大学大阪いばらきキャンパス）
まちライブラリー＠OIC9

茨木市岩倉町 2-150 B棟（立命館いばらき
フューチャープラザ） 1F
開場時間：火～金曜日10：00～17：30（13:00
～14:00は昼休みのため一時閉室） 
定休日：原則、日・月・祝および大学一斉休暇
は休館、その他臨時休館あり    問合せ：立命
館大学OIC地域連携課   072- 665 - 2550 

森の学び舎で、身近な自然と触れ合う。
里山・森林整備に取り組む地元ボランティア団体の活動拠点とし

て利用されている茨木市里山センターは、里山・里地保全や環境

教育を行うボランティア団体から構成される「里山サポートネッ

ト・茨木」が管理・運営を担い、市民の方々の里山保全活動への

関心を高め、茨木の身近な自然に親しんでもらことを目的として

います。四季のイベントのほか、木材加工品の販売や工作指導、

木工機械の安全講習会、炭焼体験講座などを行っています。

地元大学生との協働で生まれた「安威川ダムカレー」。
「忍頂寺スポーツ公園 竜王山荘 レストランやまなみ」では、平成 27年10月より、

茨木市と市観光協会との協働で開発が進められた「安威川ダムカレー」の提供が始

まりました。開発にあたっては、地元の梅花女子大学 食文化学部の学生たちがア

イデアを提案。１日限定20食の販売で、提供は午前１１時から午後２時まで。平成

28年3月まで販売予定ですのでお早めにどうぞ！

アートのある空間に人が集まる、築100年の邸宅カフェ。

茨木市里山センター5

茨木市泉原２０-２   TEL  072-646-7531
営業時間  9:00 ～17:00    定休日  火曜日（祝日の場合翌営業日）

防災機能も備える、市民が憩う都市公園。
立命館大学 大阪いばらきキャンパスに隣接し、防災公園としての機能も備える「岩倉

公園」。大人気の大型遊具では子どもたちが夢中になって遊び、大きな芝生広場ではレ

ジャーシートを広げてのんびり過ごすことができる市民の憩いの場となっています。

遊具スペースの地面はやわらかいゴム素材で、誰もが安心して遊ぶことができるよう

に作られています。また、災害時の一時避難場所として、防災パーゴラやかまどベンチ、

ハイブリッド照明（風力と太陽光で発電）、雨水貯水施設などが設置されています。

出会いと交流の場
まちライブラリーに
本を持って集まろう！

「まちライブラリー」とは、まちのカフェ、ギャ

ラリー、オフィスや病院などの一角に共

通の本棚を置き、そこにメッセージ付の

「本」を持ち寄り、交換しながら人の縁

をつむいでいく活動のこと。今年度、立

命館大学大阪いばらきキャンパスに開設

された「まちライブラリー＠OIC」は、「地

域とつながる、地域と育つ」をコンセプト

に、市民や学生、教職員などが立場や

世代を超えて出会い、そこでの交流を通

じて、新たな気づきや学びの機会を創出

することを目指しています。

会員登録で本の貸出も利

用でき、ライブラリーはどなた

でも見学していただけます！
la galerie ＆ cafe百花moka（ラ･ガルリ＆カフェもか）7

茨木市駅前 1-8-28 GLAN FABRIQUE 1F 
TEL  072-621-6953　営業時間 11:00～19:00
定休日  毎週水曜日（祝日の場合は営業、翌平日休み）

茨木市岩倉町 2-150岩倉公園8

Bicycle Shop BLAST（ブラスト）6

高槻市塚原 1丁目3-15 チコハイツ1F
TEL 072-668-1075   FAX 072-668-1076
営業時間  11:00～20:00　水曜日定休
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「茨木市市民活動センター」では市民活動のための場

所を提供するほか、活動団体の問題解決をおこない、

同じ目的をもった活動団体同士をつなげ、市民活動

の裾野を広げています。センター長の奈良平典子さ

んは、市民活動の支援だけでなく、市民の方に自分

たちの住んでいるまちに愛着をもってもらいたいと、

茨木のことを知るための様々な企画・イベントも仕

掛けられています。 

茨木市市民活動センター 

茨木市市民総合センター
（クリエイトセンター）内
〒567-0888 茨木市
駅前四丁目6番16号
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空間デザイナーであるオーナーが、築100年超の木造建築を改装した、空間デザイン事務所と

ギャラリー、ショップ、カフェが一体となったオルタナティブ施設「GLAN FABRIQUE」。

「人が居る」空間と時間を常に考えるオーナーの河上友信さんは、地元のお祭やまちづくりも空間

デザインの延長線上であると捉え、人との繋がりを大切にしながら様々な企画・イベントを仕掛

けています。 ギャラリーでは、河上さんが「これは！」と思った作家をセ

レクトし、ジャンルを問わず、年間15組ほどのクリエイターを紹介。ギャ

ラリーイベントやアコースティックライブなども開催しています。

安威川周辺では、より楽しく豊かな地域づくりを目指して、

たくさんの人々が、さまざまな活動をおこなっています。

みなさんの身近な場所で、人と人が出会い、集い、交流することによって、

あたらしい文化が生まれようとしています。

参加して、発見して、体験して、一緒に安威川の文化を育んでいきませんか。

みんなが参加して創っていく安威川の文化

人が集まる、
出会いと交流の場 MAP

茨木にぎわい亭・
運営スタッフ
軒原浩さん

BLASTスタッフのみなさん

カフェスタッフの
みなさん

見山の郷スタッフのみなさん
スタッフの
寺田和子さん

「ダムカレーカード」
も付いてきます！

安威川ダム資料館2

※ 現在、資料館内へのご来館は、事前のお問い合せが必要になりますが、資料館横の展
望台からは、いつでもダム工事現場を見ていただけます。  ※安威川ダム資料館の所在地は、
裏表紙の地図または、ホームページ（www.aigawa.jp/construction）をご参照ください。

TEL  072- 623 -8820

Bicycle Shop
BLAST

・安威川ダム建設事務所  茨木保健所４階
   9 時～17時45分（平日のみ）　TEL 072-626 -6083
・安威川ダム情報交流センター  茨木保健所５階
  10時 ～ 16時（平日のみ）　TEL 072-626 -6083
・忍頂寺スポーツ公園　竜王山荘
   8時45分～21時　TEL 072-649 -4402

ダムの PRを目的として、全国のダム約 500か所で発行されるダム
の紹介カード。それぞれ現地の管理所などのみで配布されているた
め、収集には現地を訪れる必要があり、安威川ダムにも全国から
たくさんの方が収集に来られています。安威川ダムのほか大阪府内
では、箕面川ダム、狭山池ダム、滝畑ダムでも配布しています。

ダムカードとは？

ダムカード配布場所

茨木市青少年野外活動センターは、豊かな自然の中で、自然と親しみながら、

集団生活を通して「協力」「友愛」「奉仕」の心を育み、実践力を培うこと

を目的とした野外活動施設。場内はキャンプエリア（事前申込が必要）と、

自由に入ることができるピクニックエリアに分かれており、自然工作や野

外炊さんなど、様々な活動を行うことができます。

茨木市青少年野外活動センター

茨木市大字銭原115番地    問合せ：茨木市 教育委員会 青少年課・上中条青少年センター   TEL 072- 622-5180

大阪府で唯一の「実生（みしょう）ゆず」の出荷生産地である箕面市止々呂美地区。この種

から育てる実生ゆずは、大粒で酸味と香りが抜群。平成21年から、ゆずを全国発信するた

めの「ゆずプロジェクト」が発足し、箕面商工会議所が中心となり活動しています。平成22

年からは、冬の収穫時期に、ゆず収穫をサポートしながら、産地の取組みに触れてもらうこと

を目的とした「ゆずサポーター」制度が始まり、毎年多くの方が、ゆず収穫に参加しています。

箕面市 止々呂美地区

問合せ：箕面商工会議所　 箕面市西小路3-2-30　TEL 072-721-1300

センター長・
奈良平典子さん

かつて車作では、多くの家で炭焼きが行われ、車作の主産業、生

活基盤として営まれてきました。ゴンゴンファクトリーは、この

炭焼き文化を再生させることを目的として、地元の方たちが中心

となって開設された炭焼き施設。周辺は、豊かな自然に囲まれ、

広場があり、里山と市街地住民との交流の場となっています。

ゴンゴンファクトリー

茨木市車作160-31

「鼓動初めプロジェクト」や「茨木童子祭り」など、茨木の中心市街地活

性化の拠点として、市民団体や学生たちと共に支援活動を行う「茨木にぎ

わい亭」は、地域交流の場として、イベントスペースや交流サロン、会議

室スペースを提供しています。運営スタッフの

軒原浩さんは、茨木のまちづくりに関わって１２

年目。様々な活動団体の調整役を担ったり、茨

木市の人と人のつながりを伝えるフリーペーパー

「いばらきさん」などの情報発信も行われています。

茨木市元町2-5   TEL  072-624-5372

まちづくり交流ステーション 茨木にぎわい亭
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センター内）

子どもたちが1日楽しく遊べる、毎年恒例の「見
山の郷 子ども祭」。地元関係者も多く参加し、
ビンゴケームや餅つき、懐かしい竹細工づくり、
紙芝居など楽しいプログラムが盛りだくさんです。

見山の郷 子ども祭13

日時 ： 2016年5月（予定）
場所 ： de愛・ほっこり見山の郷

茨木里山まつり12

元茨木川緑地の桜並木の開花に合せて開催され
る市民さくらまつり。約1,500本の桜が美しく咲き
誇り、市内外から、お花見を楽しむたくさんの人が
集まります。大阪府が選定した「大阪みどりの百
選」にも選ばれています。 

市民さくらまつり10

日時 ： 2016年3月下旬～4月上旬
場所 ： 茨木市元茨木川緑地
　　 （田中町～沢良宜東町）

約300年の歴史を持つ大みこしやふとん太鼓が、
地域を練り歩く盛大なお祭りで、中でも宮入りの
勇壮な姿は圧巻。神社の境内には屋台も数多く
出て、家族連れなど大勢の人たちで賑わいます。

阿為神社春祭り11

日時 ： 2016年5月4日（水）
場所 ： 茨木市阿為神社

日時 ： 2016年5月（予定）
場所 ： 茨木市里山センター

Event Information
イベント情報

疫病のはやる夏に息災を願い、江戸時代から始まっ
た全国的な伝統行事。竹・ワラ・茅で作った直径
2mの輪をくぐり、半年間の災厄を取り除き、残り
の半年間も無病息災でいられることを祈願します。

茨木神社の輪くぐり神事14

日時 ：   2016年6月30日（木）
場所 ： 茨木神社

新緑の時期、里山センターで開催される茨木里
山まつり。魚のつかみどりや自然工作、里山散
策体験などができます。また、地元の野菜や、
間伐材の木工クラフト品なども購入することができ
ます。 毎年１０００人以上の来場者が訪れます。

地域の絆に支えられて４５年。
ボランティア精神の真心が
人を集める、大岩いも掘り園。

開園45年目を迎える「大岩いも掘り園」では、除草剤

を使わず全て手作業の草引きで、安全・安心な無農薬

のお芋を提供しています。訪れた人が過ごしやすい環

境を考え、一から作り上げてきたという代表の峯義昭

さんは、室町時代から続く「大岩太鼓」の保存会メン

バー。父親の想いを引き継ぎ、明治に途絶えた太古巡

行を昭和60年に復活させました。このいも掘り園は、

その大岩太鼓の強い絆で集まった、地域のボランティ

アメンバーによって運営されています。いも掘りのシー

ズンは毎年９月中旬から11月初旬。サツマイモだけで

なく、地元で採れた野菜を直売所で購入したり、旬の

味をその場でバーベキューで楽しむこともできます。

大岩いも掘り園

茨木市大字大岩 82   営業時間  9:00～15:00
（土・日・祝のみ）  ※平日は団体のみ受付
問合せ  茨木市観光協会   TEL  072-645-2020

安威川ダムと周辺地域の魅力を伝える文化発信拠点。

安威川ダム建設地近くの大門寺北側高台ゾーンにある「安威川ダム資料館」は、「ダム周

辺の地域づくりの拠点」となることを目的として開設されました。ダム見学に訪れる方

たちへのPR施設としての利用のほか、「安威川ダム資料館 文化教室」と題し、野菜ソム

リエから楽しく野菜を学ぶ「やさいの教室」や、里山活動や森林浴のリラクゼーション

効果について学ぶ「森の教室」など、さまざまなイベントを開催しています。今後もこの

資料館では、安威川ダムとその周辺の魅力を、みなさんに広く知っていただくための取

組みを積極的におこなっていきます。ぜひご期待ください！

自転車に乗って見山の郷へ行こう！
バイシクルショップ BLASTは、高槻市塚原にある、スポー

ツバイクの専門店。お店に集まるお客さんたちの声掛けで

始まった「毎週日曜日に、見山の郷まで自転車で走ろう！」

という企画では、ショップ前に集合して、新道～忍頂寺の

ルートを通り、見山の郷まで走ります。自転車仲間を見つ

けたい人、これからサイクリングを始めたいという人も、

ぜひお気軽に立ち寄ってみてください !

安威川ダムは平成 26年11月に本格的に着工し、それにあわせてダムカード
の配布を開始しました。現在は『建設中 Ver.1.0』を配布しています。工事
の進捗にあわせて、今後様々なバージョンのカードが登場する予定です！

ダムカードを集めてみませんか？

見山の食材でつくる、味噌や豆腐の手づくり体験をしよう！
見山地区の立地を活かした新鮮な高原野菜をはじめ、地域の食材にこだわった手づくり食品

を販売する「de愛・ほっこり 見山の郷」。ここでは、毎年たくさんの人で賑わう「見山の郷 子

ども祭」などのイベントや、名物の龍王みそや豆腐を自分でつくれる体験ワークショップなどを

開催しています。平成28年3月には「ひな祭り」、3月16日～18日には見山産の米・大豆・麹・

塩のみでつくる味噌作り体験、４月には手作り豆腐体験を開催予定！

de愛・ほっこり 見山の郷3

茨木市大字長谷 1131  （最寄りバス停「長谷口」）
TEL  072-649-3328　FAX  072-649-3348   定休日  火曜日　 
営業時間  9:00 ～ 16:00  ※営業時間は、時期により異なります。

忍頂寺スポーツ公園 竜王山荘4

茨木市大字忍頂寺 1049 番地（※駐車場無料）
TEL  072-649-4402
定休日  12月29日～翌年1月4日まで
※営業時間は施設内で異なります。
http://www.ninchoji.jp

（立命館大学大阪いばらきキャンパス）
まちライブラリー＠OIC9

茨木市岩倉町 2-150 B棟（立命館いばらき
フューチャープラザ） 1F
開場時間：火～金曜日10：00～17：30（13:00
～14:00は昼休みのため一時閉室） 
定休日：原則、日・月・祝および大学一斉休暇
は休館、その他臨時休館あり    問合せ：立命
館大学OIC地域連携課   072- 665 - 2550 

森の学び舎で、身近な自然と触れ合う。
里山・森林整備に取り組む地元ボランティア団体の活動拠点とし

て利用されている茨木市里山センターは、里山・里地保全や環境

教育を行うボランティア団体から構成される「里山サポートネッ

ト・茨木」が管理・運営を担い、市民の方々の里山保全活動への

関心を高め、茨木の身近な自然に親しんでもらことを目的として

います。四季のイベントのほか、木材加工品の販売や工作指導、

木工機械の安全講習会、炭焼体験講座などを行っています。

地元大学生との協働で生まれた「安威川ダムカレー」。
「忍頂寺スポーツ公園 竜王山荘 レストランやまなみ」では、平成 27年10月より、

茨木市と市観光協会との協働で開発が進められた「安威川ダムカレー」の提供が始

まりました。開発にあたっては、地元の梅花女子大学 食文化学部の学生たちがア

イデアを提案。１日限定20食の販売で、提供は午前１１時から午後２時まで。平成

28年3月まで販売予定ですのでお早めにどうぞ！

アートのある空間に人が集まる、築100年の邸宅カフェ。

茨木市里山センター5

茨木市泉原２０-２   TEL  072-646-7531
営業時間  9:00 ～17:00    定休日  火曜日（祝日の場合翌営業日）

防災機能も備える、市民が憩う都市公園。
立命館大学 大阪いばらきキャンパスに隣接し、防災公園としての機能も備える「岩倉

公園」。大人気の大型遊具では子どもたちが夢中になって遊び、大きな芝生広場ではレ

ジャーシートを広げてのんびり過ごすことができる市民の憩いの場となっています。

遊具スペースの地面はやわらかいゴム素材で、誰もが安心して遊ぶことができるよう

に作られています。また、災害時の一時避難場所として、防災パーゴラやかまどベンチ、

ハイブリッド照明（風力と太陽光で発電）、雨水貯水施設などが設置されています。

出会いと交流の場
まちライブラリーに
本を持って集まろう！

「まちライブラリー」とは、まちのカフェ、ギャ

ラリー、オフィスや病院などの一角に共

通の本棚を置き、そこにメッセージ付の

「本」を持ち寄り、交換しながら人の縁

をつむいでいく活動のこと。今年度、立

命館大学大阪いばらきキャンパスに開設

された「まちライブラリー＠OIC」は、「地

域とつながる、地域と育つ」をコンセプト

に、市民や学生、教職員などが立場や

世代を超えて出会い、そこでの交流を通

じて、新たな気づきや学びの機会を創出

することを目指しています。

会員登録で本の貸出も利

用でき、ライブラリーはどなた

でも見学していただけます！
la galerie ＆ cafe百花moka（ラ･ガルリ＆カフェもか）7

茨木市駅前 1-8-28 GLAN FABRIQUE 1F 
TEL  072-621-6953　営業時間 11:00～19:00
定休日  毎週水曜日（祝日の場合は営業、翌平日休み）

茨木市岩倉町 2-150岩倉公園8

Bicycle Shop BLAST（ブラスト）6

高槻市塚原 1丁目3-15 チコハイツ1F
TEL 072-668-1075   FAX 072-668-1076
営業時間  11:00～20:00　水曜日定休

1
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「茨木市市民活動センター」では市民活動のための場

所を提供するほか、活動団体の問題解決をおこない、

同じ目的をもった活動団体同士をつなげ、市民活動

の裾野を広げています。センター長の奈良平典子さ

んは、市民活動の支援だけでなく、市民の方に自分

たちの住んでいるまちに愛着をもってもらいたいと、

茨木のことを知るための様々な企画・イベントも仕

掛けられています。 

茨木市市民活動センター 

茨木市市民総合センター
（クリエイトセンター）内
〒567-0888 茨木市
駅前四丁目6番16号

2

6

7

1410

11 8
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空間デザイナーであるオーナーが、築100年超の木造建築を改装した、空間デザイン事務所と

ギャラリー、ショップ、カフェが一体となったオルタナティブ施設「GLAN FABRIQUE」。

「人が居る」空間と時間を常に考えるオーナーの河上友信さんは、地元のお祭やまちづくりも空間

デザインの延長線上であると捉え、人との繋がりを大切にしながら様々な企画・イベントを仕掛

けています。 ギャラリーでは、河上さんが「これは！」と思った作家をセ

レクトし、ジャンルを問わず、年間15組ほどのクリエイターを紹介。ギャ

ラリーイベントやアコースティックライブなども開催しています。

安威川周辺では、より楽しく豊かな地域づくりを目指して、

たくさんの人々が、さまざまな活動をおこなっています。

みなさんの身近な場所で、人と人が出会い、集い、交流することによって、

あたらしい文化が生まれようとしています。

参加して、発見して、体験して、一緒に安威川の文化を育んでいきませんか。

みんなが参加して創っていく安威川の文化

人が集まる、
出会いと交流の場 MAP

茨木にぎわい亭・
運営スタッフ
軒原浩さん

BLASTスタッフのみなさん

カフェスタッフの
みなさん

見山の郷スタッフのみなさん
スタッフの
寺田和子さん

「ダムカレーカード」
も付いてきます！

安威川ダム資料館2

※ 現在、資料館内へのご来館は、事前のお問い合せが必要になりますが、資料館横の展
望台からは、いつでもダム工事現場を見ていただけます。  ※安威川ダム資料館の所在地は、
裏表紙の地図または、ホームページ（www.aigawa.jp/construction）をご参照ください。

TEL  072- 623 -8820

Bicycle Shop
BLAST

・安威川ダム建設事務所  茨木保健所４階
   9 時～17時45分（平日のみ）　TEL 072-626 -6083
・安威川ダム情報交流センター  茨木保健所５階
  10時 ～ 16時（平日のみ）　TEL 072-626 -6083
・忍頂寺スポーツ公園　竜王山荘
   8時45分～21時　TEL 072-649 -4402

ダムの PRを目的として、全国のダム約 500か所で発行されるダム
の紹介カード。それぞれ現地の管理所などのみで配布されているた
め、収集には現地を訪れる必要があり、安威川ダムにも全国から
たくさんの方が収集に来られています。安威川ダムのほか大阪府内
では、箕面川ダム、狭山池ダム、滝畑ダムでも配布しています。

ダムカードとは？

ダムカード配布場所

茨木市青少年野外活動センターは、豊かな自然の中で、自然と親しみながら、

集団生活を通して「協力」「友愛」「奉仕」の心を育み、実践力を培うこと

を目的とした野外活動施設。場内はキャンプエリア（事前申込が必要）と、

自由に入ることができるピクニックエリアに分かれており、自然工作や野

外炊さんなど、様々な活動を行うことができます。

茨木市青少年野外活動センター

茨木市大字銭原115番地    問合せ：茨木市 教育委員会 青少年課・上中条青少年センター   TEL 072- 622-5180

大阪府で唯一の「実生（みしょう）ゆず」の出荷生産地である箕面市止々呂美地区。この種

から育てる実生ゆずは、大粒で酸味と香りが抜群。平成21年から、ゆずを全国発信するた

めの「ゆずプロジェクト」が発足し、箕面商工会議所が中心となり活動しています。平成22

年からは、冬の収穫時期に、ゆず収穫をサポートしながら、産地の取組みに触れてもらうこと

を目的とした「ゆずサポーター」制度が始まり、毎年多くの方が、ゆず収穫に参加しています。

箕面市 止々呂美地区

問合せ：箕面商工会議所　 箕面市西小路3-2-30　TEL 072-721-1300

センター長・
奈良平典子さん

かつて車作では、多くの家で炭焼きが行われ、車作の主産業、生

活基盤として営まれてきました。ゴンゴンファクトリーは、この

炭焼き文化を再生させることを目的として、地元の方たちが中心

となって開設された炭焼き施設。周辺は、豊かな自然に囲まれ、

広場があり、里山と市街地住民との交流の場となっています。

ゴンゴンファクトリー

茨木市車作160-31

「鼓動初めプロジェクト」や「茨木童子祭り」など、茨木の中心市街地活

性化の拠点として、市民団体や学生たちと共に支援活動を行う「茨木にぎ

わい亭」は、地域交流の場として、イベントスペースや交流サロン、会議

室スペースを提供しています。運営スタッフの

軒原浩さんは、茨木のまちづくりに関わって１２

年目。様々な活動団体の調整役を担ったり、茨

木市の人と人のつながりを伝えるフリーペーパー

「いばらきさん」などの情報発信も行われています。

茨木市元町2-5   TEL  072-624-5372

まちづくり交流ステーション 茨木にぎわい亭

0201



ダム本体工事に伴い、安威川の流れを切り替える
「転流」と、水生生物たちの救出活動が行われました。

平成27年 9月15日、ダム本体工事に伴い、安威川の流れをせき止め、仮排水路トンネルへと

流れを一時的に切り替える「転流」が実施されました。仮排水路トンネルは平成２４年１２月より

着手され、平成２７年３月に完成しました。内径7.1メートル、全長５４８メートルの大きなトンネルで、

ダム堤体左岸側を迂回して安威川下流へと合流します。平成２７年９月２０～２１日には、NPO 

nature works、bioa（ビオア）、NPO 芥川倶楽部、近畿大学学生団体 FeeLink、水生

生物センター、茨木市環境政策課、大阪府茨木土木事務所が集まり、安威川に取り残される

生き物の保護と救出が行われました。救出活動では、アジメドジョウやアカザ、ナマズ、カワム

ツなど、２３種１０８６個体を丁寧に捕獲しました。この日保護された魚や小さな底生動物たちは、

それぞれの環境に応じて、ダム本体工事の影響を受けない安威川上下流へ放されました。

ここから、ダム本体の盛立てに向けた工事が本格化していきます。

ー「観光」という立場の松永さんから「環境」の専門家

である瀬口さんに声を掛けられたとお聞きしました。そして

現在、ここ清溪小学校でのビオトープづくりをはじめ、

チームを組んで「教育」に力を注いでおられますが、お二

人の中で「教育」「環境」「観光」が、どのような展望でつ

ながっているのでしょうか。

松永：二年前、安威川ダム建設についてのワークショップ

に参加した際、ダム周辺地域にサクラやモミジを植栽する

プロジェクトを提案させていただきました。地元の方たち

からも賛同していただいたのですが、実際に進めていくと

なると、その分野のプロの力が必要になるなと。そこで、

以前から知人に紹介していただいていた瀬口さんのことが

頭に浮かびました。お会いして、お話を聞いていると、瀬口

さんの自然に関する知識、実践経験の豊富さに驚きました。

そこで「ぜひ一緒に活動してください」とお願いしました。

瀬口：私自身も、安威川ダムと周辺の自然環境には、たい

へん興味を持っていましたので、すぐにでもアクションを

おこしたいと思いました。

松永：安威川ダムは市街地に近い場所に建設されます。そ

の奥の北部には、とても豊かな自然環境が広がっている。

茨木市にとっては、まさに資産ですよね。これを無駄にし

てはいけないと思っていました。ダムができるからといっ

て、箱物の商業施設を増やして集客していくのではなく、

大自然そのものが観光につながっていく。そのような事業

が実現できると考えています。

瀬口：茨木市の地形は、本当におもしろいんです。まち、

郊外、里山、大自然という環境が緩やかな傾斜でつながっ

ています。こんな地形は大阪府内でも茨木ならではだと思

います。賑やかなまちと豊かな自然環境、そして、ゆった

りとした里山の景観が広がっている環境です。実際に棚田

などの水田をはじめ、農業をおこなうための土地がたくさ

んあります。

松永：私が、サクラやモミジを植栽して増やしていきたい

という発想も、そのあたりが原点ですね。日本的な四季を

感じることができる里山の原風景と、季節の恩恵を受けて

暮らしている人々の営みにスポットを当てたかった。

瀬口：そういったアドバンテージはありますね。

松永：そこで大事なことは、市民の方々に自然という資産

価値を再認識していただきたいということです。だから、

瀬口さんと進めている環境教育は大切な一歩だと考えてい

ます。ビオトープづくりなどを通じて、子どもたちが自然

に関心を持ち、知識や経験を身につけていくことで、さら

に家族の方々が自分たちを取り巻く自然環境の価値を見出

し、それぞれの地域づくりに活かしていくという流れがで

きると思います。

瀬口：環境教育というのは「人づくり」です。環境のこ

とをみんなが意識し、考え、地域づくりにつなげていく。

そのためには、しっかり環境と向き合っていける人を育

てていかなければいけません。都会の子どもたちの多く

は校区の中だけで日常を過ごしています。その校区に自

然環境があるかないかで、子どもたちの原体験が変わっ

てくる。知識だけではなく、自然と触れ合う機会を増や

してあげることが大切です。ビオトープづくりも、その

一環だと考えています。

松永：自然を体験するということ。身体で感じるというの

は、すごく大事ですよね。

瀬口：ビオトープを「小さな環境空間」と捉えている人も

多いと思いますが、私たちの見地では地球全体がビオトー

プなんです。自然環境の仕組みは全て同じで、大きさは関

係ないんです。ただし、水や土といったベースもそうですが、

生きものの頂点が違うと生態系も変わってくる。自然体験

を通じて、自分たちが暮らす周辺環境を学ぶことによって、

やがてそれが地域づくりにつながっていくのだと思います。

松永：茨木市の面積は吹田市の倍ぐらいあるんです。人口

は吹田市の36万人に対して茨木市は28万人。人口に対し

て土地面積が広いんです。しかも半分以上が山間部です。

これをもっと活かすべきですよね。5年後のダム完成に向

けて、さまざまなプロジェクトが進められていきますが、

その動きとうまく連携し合って、この安威川地域を圧倒的

なスケールの自然体験の場にしていきたいと考えています。

瀬口：ダムは人の命を守るためにつくられるのですが、

開発という意味では一度自然を壊すわけです。だから壊し

た部分を再生したり、あるいは創出していかなければなり

ません。そこで大切なことは、もともと存在していた地域

固有の生態系を考慮していくということです。茨木北部に

生息する動植物を中心として、「創る」というよりは「戻

していく」という姿勢が大事なんです。そのプロセスにお

いて、環境教育は、とても重要なテーマだと言えます。

松永：行政、地元地域、教育関係の方々、みんなが一緒

になって学び、考えながら、自然環境を守っていくという

ことですね。そうすることで、あらためて自分たちの資産

価値を再認識していく。

瀬口：そうですね。そのような場に環境教育の拠点を設け

ていくと、大阪府内をはじめ、全国から自然環境を学びに

人が訪れるようになる。最近では「生物多様性」という枠

組みで、さまざまなセクターや企業、地域も勉強をはじめ

ているし、学校教育の現場でも生物多様性という言葉を使

うようになってきました。そのための行政の支援や法整備

等も行われています。この流れは、今は小さいかもしれな

いけど、5年、10年というスパンで捉えていくと、もっ

ともっと大きなうねりになっていくと思います。

松永：豊かな大自然という場だけを提供して、そこに行く

だけで環境教育になる。

瀬口：派手なアトラクションやイベントを用意するのでは

なく、身近な自然環境を体験するプログラムを充実し、

自然環境に感動するミュージアムみたいな場になればいい

ですね。

松永：そこでは、親子が一日中楽しむことができるし、老

若男女問わず、たくさんの人が集まって来るでしょうね。

しかも、そうなると地域の人たち自身が保全活動や施設の

運営に携わったり、お店をはじめたり、農業や漁業が活発

化するなど、新しい雇用が創出されますよね。自然環境を

中心とした、人々のサイクルが生まれてくる。

ー「教育」が「環境」の下支えをして「観光」がそれを

牽引する。そうすることによって、安威川ダム周辺地域の

豊かな自然という資産価値を再認識してもらい、地域づく

りにつなげていくという構想ですね。とても参考になりま

す。その実現に向けて、今後は、どのような活動が中心に

なってくるのでしょうか。

松永：あまり目先のことは考えないようにしています。5

年後のダム完成を視野に入れながら、じっくりと腰を据え

て活動していきたいと思います。茨木市の地元の方々や安

威川ダム建設事務所の方々と意見交換をし合って、具体的

なコンセプトづくりを進めていきたいですね。

瀬口：自分自身のテーマとしては、清溪小学校や安威小学

校で行っているような環境教育を、さらに地域づくりへと

つなげていきたい。そのために現在、地域活性化のための

事業を協働で行うプラットフォームづくりを行っています。

子どもたちの目線を通して、大人たちの意識を変えていく

ことや、もっと多くの人に地域の資産を知ってもらうため

の仕組みをつくっていきたいと思います。

松永：今年も安威川フェスティバルが行われましたが、あ

のような参加、体験型のイベントやツアーを増やしていく

ことが大事だと考えてます。人が感動することは、やはり

教育につながります。また、参加することによって、自分

たちが誇りを持つことができる地域づくりにつながるので

はないでしょうか。

瀬口：学生が主体的に活動できる団体をつくろうとしてい

ます。これも「人づくり」の一環ですが、教育から地域づく

りにつなげていくためには、自分たちが主体となって実行し

ていく人材を育てていかなければいけないと考えています。

松永：行政だけに頼らず、民の力で「教育」「環境」「観光」

の循環を支え、今までに見たこともない地域づくりを実現

したいですね。

瀬口：はい、豊かな自然を活かして「自分たちの地域を自

分たちでつくる」という、力強い気運を生み出していきた

いですね。

ー本日は、とても貴重なお話を聞かせていただき、あり

がとうございました。

松永・瀬口：ありがとうございました。

「転流」とは？

仮排水路トンネル吐口

ダムの施工が乾いた状態で行えるよう、河川を
せき止めて、川の流れを一時的に切り替えるこ
と。川の流れを切り替えるためのトンネルを仮
排水路トンネルといいます。

（左）上流仮締切りで川の流れをせき止めている様子    （中・右）水生生物の保護・救出の様子

仮排水路トンネル

安威川ダム建設地

左岸
道路

安威川下流
安
威
川
上
流

茨木市観光協会副会長

松永豊 （左） （右）さん

bioa （ビオア）代表

瀬口和矩 さん

教育・環境・観光を
つなぎあわせて、
自然ミュージアムを
実現させていきたい。

安威川流域に広がる豊かな自然環境。
その資産価値を再認識するために。

自分たちの地域を自分たちでつくる。
そのための仕組みづくりが大切。

会社員時代に人間にとって自然の環境がとても重要なことに気づき、平

成7年より多くのビオトープを活用した環境教育や自然環境の保全･再生･

創出事業に関わる。行政や企業との協働による自然再生事業や環境教育、

学生と連携した環境教育プログラムの開発、地域と連携した自然再生等

も現在進行形で実施している。現在、いくつかの環境NPOの役員を歴任。

平成22年にbioaの前進の団体を設立、現在に至る。

瀬口 和矩
bioa （ビオア）代表

Seguch i  Kazunor i

昭和60年、茨木市の健全な発展とまちづくりのために茨木市民によって

組織された「茨木市住みよいまちづくり協議会」の理事として着任。平成

17年4月、「観光」を「まちづくり」につなげることを目指し、一般社団

法人茨木市観光協会を設立。現在、茨木市観光協会副会長を務めるほか、

茨木市住みよいまちづくり協議会会長、ガンバ大阪茨木後援会副会長を

兼任するなど、さまざまなかたちで、茨木市のまちづくりに寄与している。

ビオトープ：『BIO=生きもの』の『TOPE=すみか』という意味。学校

や公園等の小さな自然も森や海の大自然もビオトープである。安威川周

辺ではオオサンショウウオやオオタカを頂点とする豊かなビオトープがあ

り、人間が守るべき場所である。

松永 豊
茨木市観光協会副会長

Matsunaga Yutaka

Dam Topics

ファンづくり会メンバーインタビュー  教育・環境・観光の視点から地域づくりを考える

（左上）豊かな自然と里山の風景が広がる安威川上流地域　（右上）茨木市立清溪小学校でのビオトープづくり
（左下）清溪小学校で行われた環境学習　（右下）清溪小学校校舎内にある田んぼで行われた田植えの様子
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平成27年10月31日、茨木市大門寺北側の高台ゾーンにて、前年度に続いて２度

目となる「安威川フェスティバル 2015」が開催されました。清 し々い秋晴れのもと、前

年度来場者数の３倍以上の約1300名の方にご来場いただき、大盛況のフェスティバ

ルとなりました。今年度は「次世代へつなぐ、学びと出会いの場」をコンセプトに掲げ、

安威川周辺の自然を守り、創造的な地域づくりを目指す人たちが出会う交流の場をテー

マとし、山間部と市街地の活動が一堂に会しました。

フェスティバルで催されたプログラムは、昨年度の地元ワークショップでの意見をもとに、

「自然に学ぶ」「文化に学ぶ」「ダムに学ぶ」「つなぐプログラム」の４つのテーマを導き

出し、地元の方たちからのフェスに対する意見や提案も随時取り入れながら、プログラ

ムの企画は安威川ダムファンづくり会が主体となっておこないました。

ファンづくり会では、今年度から３つの部会を設定し、各部会ごとにテーマに沿ったアイ

デアを出し合い、全体での意見交換や議論を経て、プログラム案がつくられました。

「環境部会」は安威川流域の自然と子どもたちが主役となり、見て触れて楽しみながら

学べる教育プログラム、「アート・文化・教育部会」は食育をテーマとしたものや工作など、

地元と市街地の交流を促進するプログラムを提案しました。そ

して「プロモーション部会」では、地元の活動団体と周辺や

市街地の活動をつなぐプログラムや、会場でのおもてなしを提

案しました。このように企画が進んだプログラム案は、準備段

階から当日運営まで、多くの地元関係者や市街地の活動団

体の支援と協力により実施に至りました。今年度のプログラ

ム数は、前年度と比べ２倍以上の39に増え、子どもから大

人まで楽しめる、多彩なプログラムを展開することができました。

次世代へつなぐ、学びと出会いの場
「安威川フェスティバル 2015」が開催されました。

AIGAWA FES 2015  Report

安威川ダム周辺の活用と保全のプログラムアイデア提案

コンセプト「 次世代へつなぐ、学びと出会いの場 」

安威川ダムファンづくり会

［開催告知フライヤー］

環境部会 プロモーション部会

行政 住民 NPO 学校 企業 クリエ
イター

環境
ボラン
ティア

自然に学ぶ 文化に学ぶ ダムに学ぶ つなぐプログラム

アート・文化・教育部会

地元のお店が出店する飲食プログラムや、地元６地区のスタンプを集めて景品がもらえる「スタンプラ

リー」、来場者の写真を撮影して展示する「おもてなしプログラム」や、安威川周辺地域の魅力スポッ

トを自転車で巡る「サイクリングマップ」の配布などを実施しました。また安威川周辺の間伐材を使用し、

学生との協働で制作したテーブル＆椅子の設置など、会場全体でプログラムを展開しました。

ダム建設の現場で活躍する大型重機に試乗したり、実際の工事現場をバスでまわれる「ダム工事現場

体験ツアー」では、間近で見る重機の大きさに大人も子どもも大興奮。家族連れのみなさんにも楽しん

でもらい、ダム建設の状況をお伝えすることができました。会場では、大型ダンプのタイヤ展示、「安威

川ダムケーキ」の販売など、ダムにまつわるプログラムが盛りだくさんでした。

食育をテーマとした「踊ってつくろう！ペットボトルピザ」や「宙いもプロジェクト」の提供による焼き芋

の販売など、地元食材を楽しむ食のプログラムや、安威川ダムのマスコットキャラクターを子どもたちと

考える「みんなでつくる！オーサン絵巻もの」、ダム工事の間伐材を使った「つくれる家具ワークショップ」

など、工作を楽しむプログラムも充実し、バラエティに富んだ企画が展開されました。

安威川流域の生物多様性をクイズ形式で遊びながら学べるプログラムや、茨木のまちの歴史・環境につ

いて学ぶ「環境クイズ」、安威川に生息する水生生物の生態展示や昆虫標本などの環境教育プログラム

のほか、「丸太切り体験」「どんぐりポットづくり」などを展開。また、安威川上流漁業協同組合による「ア

マゴのつかみ捕り」は子どもたちに大人気で、特設プールで夢中になって楽しむ姿が印象的でした。

安威川周辺の自然を守り、創造的な地域づくりを
目指す人たちが出会う交流の場。

「安威川ダム ファンづくり会」とは
府民による自立型の地域づくりを目指して、大阪府文化・スポーツ課が実施する「プラットフォーム形成支援事業」

を活用して平成26年3月に発足したものです。従来の行政主導型ではなく府民自立型で、ダム建設中の段階から地

域づくりのアイデアを出し合い議論することにより、一層府民のニーズにマッチした地域づくりを目指しています。

［つなぐプログラム］

［ダムに学ぶ］

［文化に学ぶ］

［自然に学ぶ］
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［ワークショップでの府民の方々からの周辺整備に対しての意見］（一部）
ダムと湖面の眺望の良さを活かすことが重要で、湖面橋の景観、斜面地形も眺望に活用できる場に工夫
する ／ 地域住民と来訪者が交流できる場を設け、ダムがあるこの地域でしか体験できないことをしたい ／ 
日常に触れることがないダム湖面を利用できるのは、安威川ダムならではの魅力  ／  ダムの展望を活かした四
季を楽しめるような景観づくりをする ／ ダム周辺を巡れるようにハイキング道とのネットワークを考えると良い

「安威川ダム周辺整備検討委員会」による「安威川ダム周辺整備のあり方（提言）」を踏まえ、大阪府と茨木市で策定した「安威川ダム周辺
整備基本方針（案）」をもとに、府民等のご意見を募集。これらを踏まえた形で平成２１年に「安威川ダム周辺整備基本方針」を策定しました。

［安威川ダム周辺整備基本方針］

未来につなぐ美しい自然、
創造と交流の湖畔の里

渓流と湖面に映える周辺景観の
保全と再生・創出に努めます

方針 1

ダム及びダム湖を拠点に地域資源を
活かして北摂のシンボル空間を創出します

方針 2

周辺環境の保全と地域資源の
有効活用を適正に調和させます

方針 3

周辺整備は公共と民間の
協調・協同で進めます

方針 4

レクリエーション

自然環境

地域振興と
地域間交流

創造
・
交流

① 環境寄与（保全）　③ 活動参画の促進　
② 環境享受（活用）　④ 活動舞台の提供

1

2
2

3
4

1

［安威川ダム周辺プランワークショップ］ 専門家による
とりまとめ

第１回

第2回

第3回

現地見学とワークショップの二部構成で、地域の魅力
について、全員で意見・アイデアを出し合う。

専門家がまとめた資料を前に、空間のイメージを共有し
て、前回の議論をさらに深く掘り下げる。

空間のイメージスケッチを見て、さらに具体的なイメー
ジを膨らませ、アイデアをブラッシュアップさせていく。

第4回

修正されたイメージスケッチをもとにさらに議論を深め、
周辺整備のコンセプトと空間イメージを共有する。

専門家が考えるアイデアを提
示し、周辺整備についての意
見を出し合う。

イメージスケッチをもとに、ワー
クショップで議論した内容を反
映し、さらにスケッチを修正。

基本構想案に反映させるため
の、最終的な意見・アイデア
のとりまとめをおこなう。

ダムを知ろう！やりたいことを考えよう！

みんなで新しい空間を想い描こう！

空間を疑似体験しよう！

完成イメージを共有しよう！

安威川ダム周辺地域を整備するにあたっての構想案の作成へ

前回までに出た、活用アイデ
アと意見を反映させた空間イ
メージのスケッチを作成。

安威川ダム周辺整備のコンセプトを
みんなで共有して、つくりあげていく。

一緒に考え、育てよう！ 
みんなのアイデアでつくる
安威川ダム周辺プランワークショップ。

平成２７年６月から１１月までの全４回にわたり、安威川ダム周辺整備に向けた地域の活

用アイデアをみんなで考える、府民参加型の「安威川ダム周辺プランワークショップ」

を実施しました。以前から安威川ダムでは、地元住民の方 を々対象としたワークショップ

を継続して実施してきましたが、安威川ダム周辺プランワークショップでは、募集で集まっ

た府民のみなさんに参加していただくことで、より広い観点から意見集約することを目的

としています。このワークショップで取りまとめられた意見・アイデアは、今後の周辺

整備を実施する際の構想案に反映していくことを目指しています。

全４回のワークショップは、専門家（※）との連携によって進められました。ワークショッ

プ参加者は、安威川ダム建設現場や周辺を見学し、ダム完成後を具体的にイメージする

ためのレクチャーを受け、周辺整備についての議論の前提となる「安威川ダム周辺整

備基本方針」を全員で共有しました。参加者から出た地域の魅力、活用についての意

見は、専門家によって整理された後、具体的な空間のイメージパース図に反映されました。

これを元に参加者は、周辺の９つのゾーンが振り分けられた各テーブルごとに意見交換

をおこない、アイデアをブラッシュアップしていきました。ここで集約された府民のみな

さんの意見は、今後の周辺整備計画の構想案に反映されていくことになります。安威川

流域の美しい自然と調和する魅力的な地域づくりを目指して、これからの周辺整備事業

を進めていきます。

平成21年8月に大阪府と茨木市で策定した安威川ダム周辺整備基本方針に沿った各ゾーンの利活用に向
けた基本コンセプト（案）を作成するために集まった、建築やランドスケープ、土木、アートなどの専門家チー
ム。大阪府、茨木市と協働しながら、周辺整備の具体的内容について検討することを目的としています。

※専門家

Dam Topics

地元の子どもたちと自生していたヤマザクラを移植。
ダム湖の景観を今からつくっていきます。

一緒にビオトープ活動をしませんか？

安威川ダム完成時に水没する生保地区に自生していたエドヒガンというヤマ

ザクラを左岸道路沿いの車作地区に移植する環境保全イベントを行いまし

た。当日は地元の方 を々中心に参加していただき、子どもたちが心を込めて

土入れや水やりを行いました。工事で発生した伐採木で制作した記念碑も設

置しました。また、車作地区の方々は左岸道路沿いに桜や紅葉の苗木を植え、

ダム湖周辺の景観を工事中からつくっておられます。

その他、イベントを通じてダム周辺のドングリから苗木を育てる取り組みを３年

前から始めています。皆様と環境を守り、美しい景観を創るために、生育し

たらイベントで植樹会を行いますので、是非ご参加ください。

車作ビオトープ愛好会にご興味、関心のある方は、ぜひご連絡ください。
問合せ先：大阪府安威川ダム建設事務所企画グループ   TEL 072-626-6083 

安威川ダムファンづくり会のメンバーになって、意見交換に参加しよう！

安威川ダムファンづくり会では、ダム周辺の魅力的な地域づくりを考えるべく、地域の活動団
体やNPOなど、多様な主体が参加してミーティングを開催しています。府民の方のご参加も歓
迎していますので、ぜひ意見交換に参加してみませんか。ご興味のある方は下記の問合せ先まで！

問合せ先：大阪府安威川ダム建設事務所企画グループ   TEL： 072-626-6083 
メールアドレス： aigawa-dam-g01@sbox.pref.osaka.lg.jp

しょうぼ

くるまづくり

くるまづくり

平成２７年３月から車作地区で、使われていない田んぼと周辺環境の再生に取り

組む活動が行われています。この活動は、多様な生きものが生息する場である

ビオトープづくりとその環境を維持することを目的としています。

安威川ダム建設事務所では「車作ビオトープ愛好会」を立ち上げて、大学生

や地元の方等と毎月ビオトープの育成管理・観察、もち米つくりなどの活動を行っ

ています。一緒に楽しみながら汗を流しませんか？
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